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1 

農
林
水
産
省
な
ら
び
に
（
社
）
日
本
施
設
園
芸
協
会
に
よ
る
「
か
い
わ
れ
大
根
生
産
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
以
下
マ

ニ
ュ
ア
ル
）
に
よ
る
と
種
子
の
検
査
は
「
同
一
ロ
ッ
ト
番
号
の
原
料
種
子
か
ら
、
少
な
く
と
も
1
検
体
を
採
取
・
検
査
」
す

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
調
査
班
の
調
査
結
果
の
よ
う
に
遺
伝
子
レ
ヴ
ェ
ル
で
確
認
さ
れ
る
汚
染
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
検 

出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
1
5
7
の
集
団
感
染
は
、
平
成
八
年
に
堺
市
で
の
大
規
模
な
発
生
を
は
じ
め
と
し
て
繰
り
返
し
発
生
し
て

お
り
そ
の
予
防
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
堺
市
で
の
集
団
感
染
の
原
因
と
し
て
は
学
校
給
食
に
食
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
か
い

わ
れ
大
根
が
疑
わ
れ
、
こ
れ
は
ま
た
か
い
わ
れ
大
根
生
産
業
者
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
さ
ら
に
平
成
九
年
三
月
中

旬
を
ピ
ー
ク
と
し
て
関
東
南
部
及
び
東
海
地
方
に
お
い
て
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
1
5
7
感
染
が
多
発
し
、
疫
学
的
な
調
査
が
行
わ

れ
か
い
わ
れ
大
根
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
同
調
査
に
引
き
続
き
「
貝
割
れ
大
根
種
子
の
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ

1
5
7
汚
染
に
関
す
る
研
究
調
査
班
」
が
種
子
か
ら
の
検
出
試
験
を
行
い
本
年
三
月
三
十
日
に
そ
の
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
結

果
に
よ
る
と
種
子
か
ら
直
接
培
養
に
よ
っ
て
大
腸
菌
Ｏ
1
5
7
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
遺
伝
子
の
検
索
で

は
Ｏ
1
5
7
抗
原
合
成
遺
伝
子
な
ら
び
に
Ｖ
Ｔ
遺
伝
子
が
確
認
さ
れ
種
子
が
大
腸
菌
Ｏ
1
5
7
に
よ
り
汚
染
さ
れ
て
い
た
と
結
論

さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
経
過
を
踏
ま
え
次
の
事
項
に
つ
き
質
問
す
る
。 
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四 

査
方
式
で
、
確
実
に
汚
染
種
子
を
確
認
で
き
る
と
考
え
る
か
ど
う
か
。 

2 
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
と
、
「
現
行
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
用
い
た
化
学
的
殺
菌
法
で
は
十
分
な
殺
菌
効
果
は
期
待

で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
確
実
に
汚
染
種
子
が
排
除
で
き
ず
、
さ
ら
に
確
実
に
殺
菌
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
再
び
種

子
汚
染
に
由
来
す
る
大
腸
菌
Ｏ
1
5
7
の
集
団
感
染
が
発
生
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
か
。 

3 

大
腸
菌
Ｏ
1
5
7
集
団
感
染
の
発
生
に
よ
り
か
い
わ
れ
大
根
生
産
業
者
は
需
要
の
激
減
か
ら
大
き
な
損
害
を
被
っ
て
い

る
。
こ
の
度
の
調
査
結
果
は
現
状
の
需
要
低
迷
を
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
今
回
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
早
急
に
種
子
の
安
全
確
認
法
・
有
効
な
消
毒
法
の
確
立
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の
政
府
の
対
応
に

つ
き
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

右
質
問
す
る
。 


